
2020 年度第 1 回 SPring-8 ユーザー協同体評議員会（メール審議開催 2 回⽬） 
 議事録 

 
⽇時：2020 年 7 ⽉ 13 ⽇（⽉）〜7 ⽉ 17 ⽇（⾦） 
場所：電⼦メールによる開催 
出席者：電⼦メールによる審議を⾏った評議員 

⾜⽴伸⼀（副会⻑）、⾬宮健太、内海渉、岡島敏浩、尾嶋正治、北川進、
北村祐⼆、⿊岡和⺒、坂⽥修⾝、鈴⽊孝尚、⾼⽥昌樹、⽥中義⼈（利⽤
委員⻑）、宮川篤、⽔⽊純⼀郎（監事）、林和志、朝倉清⾼、有⾺孝尚、
⽚⼭芳則、⾦⾕利治、岸本浩通、北川 宏、久⽶卓志、⾼原淳（監事）、
⼗倉好紀、中川敦史（監事）、⻄原克浩、濱松 宏、原⽥慈久、藤原明⽐
古、三⽥⼀樹 

執⾏部：⽊村昭夫（会⻑）、⽶⽥仁紀（副会⻑・利⽤委員⻑）本間穂⾼(副会⻑)、
若林裕助（企画委員⻑）、今泉公夫（利⽤委員会副委員⻑）、松下智裕、
⽵中幹⼈、三村功次郎、兒⽟了祐、横⾕尚睦、⻄堀英治、⼤和⽥謙⼆、
松村⼤樹、⽵⽥幸治、久保⽥佳基、藤原秀紀、（以上幹事） 

オブザーバー：⾬宮慶幸、⼭⼝章、櫻井吉晴、⼤端 通、⽊下豊彦、反町耕記、
伊藤博幸 

事務局：坂川琢磨 
議題： 
審議事項 
１．2020 年度予算案            

資料 1 により 2020 年度の SPring-8 シンポジウムをオンライン開催とした
場合のシンポジウム予算案の提⽰と全体予算案の提⽰があった。シンポ組
織委員会の議論で企業展⽰の中⽌やシンポジウムの参加費を無料とするこ
と。スプリングエイトサービスとの経理業務外注費の圧縮や、秋の学校にお
ける安全対策から企業参加者からの参加費収⼊も３割減すること等2020 年
度予算案は異論なく承認された。 

2．SPRUC組織体制（利⽤委員会・企画委員会） 
資料 2 により 2020 年度 SPRUC 委員会として、SPring-8 利⽤委員会、
SACLA利⽤委員会、企画委員会の各委員⻑・委員等の名簿の提⽰があり、
異論なく承認された。 

3．⾏事活動計画（第 4回秋の学校） 
別添資料 3 により 2020 年度 12 ⽉に企画されている第 4回秋の学校の開催
計画等が提⽰され承認された。なお、これについて評議員からは、協賛に関
連する学協会が⼊っていないが、何か理由があるのかと質問があり、担当幹
事との質疑応答の結果、今後、学協会への協賛について関係者で検討するこ
ととした。 
 
 



 
報告事項 
1. 第 2 回 BLs アップグレード検討ワークショップ   
別紙資料 4により昨年度 2 ⽉に開催された第 2 回 BLs アップグレード検討
ワークショップの開催報告書の提⽰があった。これについて評議員から、
HAXPES ビームラインの集約についての議論で産業界が主に使う BL46XU
と学術利⽤が多い BL09XU や BL47XU では光源強度、ビームサイズなど、
性能格差が⼤きいことを議論したが、本報告書には記載されていない。本報
告に限らず、企業ユーザーからの要望として、このようなビームライン格差
の是正について、記録に残す、もしくは何かの機会を通じて継続的に要望い
ただくなどの対応をしていただきたいと意⾒があった。⽊村会⻑からは、
BL46XU の性能や利⽤実態を調べ、より説得⼒をもってユーザー間で共有
のうえ、継続的に要望をしていきたいと回答があった。 

2. 2019年度研究会活動状況 
資料 5により 2019年度の各研究会の開催状況、動向調査報告書の提出状況
について提⽰があった。これについては、2 ⽉-3 ⽉で計画されていた研究会
については、新型コロナウイルスの影響で中⽌、若しくは延期することとな
り、動向調査報告書の提出についても影響があったと説明があった。 

3. 2019年度動向調査報告書 
別紙資料 6により、2019年度に取り纏めた動向調査報告書の提⽰があった。 
このメール審議後、SPRUC会員への公開と JASRI へ報告することとした。  

4. 分野融合型研究活動 
資料 7 により、前期に⽴ち上げたナノデバイス科学グループと実⽤グループ
の実験課題は 2020A 期で利⽤を終了し、以降は⼀般の研究会活動にシフト
していくこととなった。今後は、新規テーマ開拓・発掘を SPBの活動を通し
て議論する旨の提⽰があった。  

5. SPBキックオフ会議報告 
資料 8 により昨年度 2 ⽉に開催した Science Promotion Board (SPB) キック
オフ会議での議事内容について提⽰があった。  

6. SPRUC 2020 Young Scientist Award選考委員会報告 
資料 9により今年度募集した SPRUC 2020 Young Scientist Awardにおいて
6件の応募があり 7 ⽉ 8 ⽇の選考委員会で 2名の受賞者を選考したことにつ
いて報告があった。  

7. 今後の予定 
資料 10 により、今後の予定が提⽰された。夏の学校の開催⽇程に間違いが
あり 7 ⽉ 12-15⽇に訂正することとした。 
 
 
 
 



 
配布資料 
資料１ 2020 年度予算案 
資料２ SPRUC組織体制（利⽤委員会・企画委員会） 
資料３ ⾏事計画（第 4回秋の学校） 

別紙資料４ 第 2 回 BLs アップグレード検討ワークショップ  
資料 5  2019年度研究会活動状況   

別紙資料 6 2019年度動向調査報告書 
資料 7 分野融合型研究活動 

別紙資料 8 SPBキックオフ会議報告 
資料 9 SPRUC 2020 Young Scientist Award選考委員会報告  
資料 10 今後の予定  

（SPring-8 シンポジウム 2020、次回評議員会・代表機関会議等） 
 

以 上 


